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メージを与えることや（Baldry,２００４; Casey−Cannon, Hayward, & Gowen,２００１; Espelage & Swearer,２００４;
Rigby,２０００），いじめ被害と自殺念慮の関連の高さ（Baldry & Winkel,２００３; Brunstein Klomek, Marrocco,
Kleinman, Schonfeld, & Gould, ２００７; Herba, Ferdinand, Stijnen, Veenstra, Oldehinkel, Ormel, & Verhulst,
２００８; Rigby & Slee, １９９９），さらに，いじめ被害に遭うことはしばしばトラウマティックな反応を呈する慢性
的なストレッサーとなることや（Newman, Holden, & Delville, ２００５），中学校のデータでは，全般的いじめ被
害群ではストレス症状が高い者が多いこと（岡安・高山，２０００）が示されている。
このような重大な問題を引き起こしているいじめ問題に対する試みについては，国内外で多く行われてきてい
る。海外では，例えば Olweus（１９９１，１９９３）や Smith and Sharp（１９９４）のいじめ予防プログラム，Second Step
（Frey, Hirschstein, & Guzzo, ２０００）など，全国規模で実施されているプログラムが存在している。日本では
そのような大規模なプログラムは存在しないが，都道府県単位や学校単位などの個別での取り組みがなされてい











校予防教育（TOP SELF : Trial Of Prevention School Educaion for Life and Friendship）」である。












































（Swearer & Espelage, ２００４, Fig．１．１改訂）























れが別個の発生源，発達過程，影響を持つことが示唆されている（Vitaro, Brendgen, & Barker, ２００６）。機能
的側面からの分類で，もっとも一般的に用いられる分類は，反応的（reactive）攻撃と能動的／道具的（proactive/







脅威を与えるといったことによって，他者を傷つけると定義される（Dodge et al.,２００６; Crick & Grotpeter,
１９９５）。関係性（relational）攻撃（間接的，社会的攻撃）は，他者の仲間関係の意図的な操作や集団への受容感








































































学 校 生 活 へ の 適 応 の 維 持 ・ 向 上
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非挑発的で，他者を傷つけたり，支配しようとしたり，抑圧しようと意図された（Brown, Atkins, Osborne, &
Milnamow,１９９６），能動的攻撃であるとされている。またその形態としては，主に顕在性攻撃である身体的，言
語的な攻撃行為と，関係性攻撃行為に弁別されることが多い（e.g., Student Survey of Bullying Behavior−Re-
vised ; SSBB−R, Varjas, Meyers, & Hunt,２００６）。しかし，機能的な側面からの一般的にいじめのとらえ方に
ついては，能動的攻撃であったとしても，反応的攻撃と能動的攻撃の両方に関連しているという見解もある（Pel-













































ネガティブにとらえる傾向があり，他者をあまりいじめなかった（Espelage, Mebane, & Adams,２００４）。また，
いじめの一形態である関係性攻撃や実際に関係性攻撃を用いたいじめ（relational bullying）においては，共感




























いレベルで表出する学生は，よりいじめられる可能性が高く（Analitis, Velderman, Ravens−Spieberer, Detmar,
Erhart, Herman, et al.,２００９），多動性や感情の爆発のような表出は，他者を困らせたり，挑発したりするため，
よりいじめの対象となったり，サポートを得られなかったりする（Rodkin & Hodges,２００３）。また，多くのい
じめ被害者（４３％）が，いじめられたことに攻撃的，報復的，感情的に反応し，いじめを長引かせたり，エスカ
レートさせたりする（Wilton, Craig, & Pepler,２０００）。同じく，いじめ被害者は，叫んだり，泣いたりという
効果的でないスキルのために，攻撃者を強化してしまうといったことも報告されている（Goldbaum, Craig,



























え，攻撃的にふるまってもネガティブな感情を示すことがない（Barratt, Stanford, Dowdy, Liebman, & Kent,
１９９９; Dodge,１９９１）。また，道具的タイプの攻撃を示す子どもは，青年期での非行，成人期における犯罪に対
するより高いリスクを持っている（Pukkinen, １９９６; Vitaro, Brendgen, & Tremblay, ２００２; Vitaro, Gendreau,













いう知見もある（Almida, Correla, & Marinho, ２０１０）。また，いじめ予防を目的として実施されているもので
はないが，道徳的推論訓練を取り入れたプログラムで，攻撃置換訓練（Aggression Replacement Training, ART ;




























Hirschstein, & Guzzo, ２０００），Teglasi and Rothman（２０００）による STORIES（Structure, Themes, Opening



















（Pelligrini, Bartini, & Brooks, １９９９; Salimivalli & Nieminen, ２００２）や，報復行為として反応的にいじめが
行われることもあることが示唆されている（Camodeca, Goossens, Terwogt, & Schuengel, ２００２）。つまり，反
応的攻撃に由来するいじめ行為への対処も必要であると考えられる。
反応的攻撃とは，知覚された攻撃誘発刺激（目標達成の妨害，怒り，脅威，またはフラストレーションなど）
に防衛的に反応して，怒りを表出したり，敵意的になる場合（Dodge & Coie, １９８７; Hartup, １９７４）を指して
おり，激情的（hot−headed）と表される。Fanti, Frick, and Georgiou（２００９）によれば，反応的攻撃は，短気
で，爆発しやすいと見られており，一部，自責の念や攻撃的行為後の思考の混乱によって特徴付けられる（Barratt
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et al., １９９９; Dodge, １９９１）。これらの知見からは，冷徹に行われる能動的ないじめ攻撃よりも，反応的攻撃に
ついては，被害者に対する共感や，攻撃行動を悪いことだと認識させる道徳性といったことについては，歪みが
みられない可能性が考えられる。むしろ，先に紹介した社会的情報処理の枠組みでは，反応的攻撃の高い児童は，
社会的手がかりの符号化や社会的手がかりの解釈に歪みがあることが分かっている（e.g., Crick & Dodge,













これまでの「怒りのマネジメント」プログラムでは，怒りを感じたときの対処法（Goldstein et al.,１９９８; Hol-
lenhorst, １９９８; Meyer, Farrell, Northup, Kung, & Plybon, ２０００; Whitfield, １９９９）や，怒りが生じたときの
身体的変化の把握をすることで，適切な対処をとりやすくするために，自分の怒りをモニタリングするトレーニ
ングを取り入れている。（Bosworth, Espelage, DuBay, Daytner, & Karageorge, ２０００; Frey et al., ２０００;
Meyre et al.,２０００）。また，自らの怒りの「引き金」となるのは何かを特定するトレーニングも含まれていた（Bos-











る方法を変化させるような活動を含む，１２回の帰属再訓練プログラムである（Hudley, Britsch, Wakefield, Smith,
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―１８４―
Bullying is one of the most pervasive and severe problems in schools. Although there are numerous
programs and diverse educational methods designed to reduce or prevent bullying, recent research indicates
that programs directing at specific bullying−related components and targeting bullies or victims, are less
likely to be effective and to have continual impacts（e.g., Vreeman & Carroll,２００７）. Yamasaki and Uchida
（２０１０）suggested the importance of the science of preventive education, and then Yamasaki, Sasaki,
Uchida, Katsuma, and Matsumoto（in press）introduced the more comprehensive and universal prevention
education named “TOP SELF”（Trial Of Prevention School Education for Life and Friendship）that has been
developed under the science of preventive education. TOP SELF consists of the comprehensive base educa-
tion and the partial optional education. This paper focuses on the bullying prevention program which is
belonged to the partial optional education and aims at describing its structure of hierarchical purposes.
First, we addressed psychological factors associated with bullying, and then showed the scientific evidence
and/or theories of the hierarchical purposes. Finally, the limitation and future extension of our bullying
prevention program in TOP SELF are discussed.
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